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あらまし：世界文化遺産に登録された百舌鳥・古市古墳群は様々な規模と形状を有する古墳 49 基からな

り，古代の社会構造や当時の技術力を表すとされている．このような古墳群の価値についてネット検索だ

けで情報収集しながら，理解を深めていくことは容易でない．本研究では，古墳出土品検索アプリを用い

て古墳時代の社会状況を推測し，解釈を構成する探索課題を実施し，アプリ操作を画面録画によって記録

した．操作記録を精査することにより，探索的な知識構成過程に求められる要件について検討した．
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1. はじめに
2019年 7 月に世界文化遺産に登録された百舌鳥・

古市古墳群は，様々な規模と形状を有する古墳 49 基

からなり，約 1600 年前の社会構造や土製建造物の技

術的到達点を表すとされている．百舌鳥・古市古墳

群の世界遺産登録を契機として，葬送儀礼の舞台と

なった古墳群の外観とともに，埴輪や副葬品といっ

た出土品の変遷等を背景知識として紹介する取り組

みが求められている(1)． 

筆者等の研究室では，様々な古墳出土品の背後に

ある関連性を，検索ユーザ自身で比較しながら確認

できるように，百舌鳥・古市古墳群出土品検索アプ

リ（以下，「検索アプリ」と呼ぶ）を開発し，2021 年

3 月より公開している（図 1）．この検索アプリには，

百舌鳥・古市エリア内の古墳（消滅古墳を含む）53
基から出土した約 600 件の遺物が登録され，出土品

種別，出土地域，出土古墳の築造時期等の条件を組

み合わせて該当する出土品を絞り込む検索機能を有

している．しかし，古墳時代に特徴的な用語や遺物

名称に馴染みがなければ，検索アプリやインターネ

ット検索を活用して一連の検索結果を構成的に解釈

することは必ずしも容易でない．本研究では，百舌

鳥・古市古墳群からの出土遺物に関する探索課題を

主体的に実施する際に，現状の検索アプリに必要と

される支援や前提知識を見極めるために，検索アプ

リのみを用いた場合と検索アプリに加えてインター

ネット検索を利用した場合についてユーザ評価によ

る比較検討を行った．

2. 出土品検索アプリの検索機能
出土品検索アプリでは検索条件（出土品種別・出

土地域・出土古墳の築造時期等）における個別項目

を指定しながら検索対象を絞り込みながら，該当す

る出土品についてその詳細を確認することができる．

例えば，図 1 では，出土品種別を”装飾金具”，出土

古墳の築造時期を”5 世紀後半”に指定した結果，本

アプリに登録された装飾金具（16件）に絞り込まれ

ている．ここで表示された出土品のサムネイル画像

を選択すると，各資料の名称，様態，所蔵・保管施

設などを確認できる．さらに，最初に指定した”装飾

金具”の選択を解除すると，”5 世紀後半”のみ選択さ

れた状態となり，5 世紀後半に築造された古墳から

の出土品(154 件)一覧が表示される．

3. ユーザ評価
ユーザ評価には大学生 14名が協力し，検索アプリ

のみを用いる条件（FX 条件），検索アプリに加えて

Google のキーワード検索が利用可能な条件（FG 条

件）に 7 名ずつ割り当てた．操作環境としては画面

サイズ 15.6 インチのノート PC とマウスを用いた．

なお，PC 上での操作は事前に協力者の許可を得た上

https://www.hz-kutc.net/mozu-furu/artifact/ 
図 1 百舌鳥・古市古墳群出土品検索アプリ
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ですべて画面録画した． 
各協力者には，検索アプリの使い方を知ってもら

うために，最初に基本操作の手順書（PDF ファイル）

を PC 上で開いて，操作例を読みながら検索アプリ

を実際に操作してもらった．次に，発展的な探索課

題として，銅に金メッキを施した金銅製品がどのよ

うな出土品種別や年代区分にみられるか（課題 1），

墳墓に埋納された棺の材質と墳丘規模・形状にはど

のような関係性があるか（課題 2）に回答してもら

った．2 つの探索課題は同時に提示し，回答順は任

意とした．回答時間は 20 分以内とし，回答は PC の

デスクトップに用意されたワードファイルに記入す

るように求めた． 
 

4. 結果と考察 
協力者 14 名のうち画面録画に不備があった 1 名

（FX 条件）を除く 13名について，画面録画データ

をもとにアプリによる検索，Google キーワード検索

（以下，ネット検索と呼ぶ）の検索実行回数・結果

件数を表 1 に示す．なお，FG 条件のうち 2 名は，2
つの探索課題いずれもネット検索を一切使用せずに

解答したため，表 1 では FX 条件に含めて集計した． 
4.1 アプリ検索 

出土品検索アプリを用いた検索（アプリ検索）に

ついては，探索課題，FX/FG 条件の違いによらず，

概ね１回程度実行されていた（表 1）．課題 1 では副

葬品の材質（金銅製品）に着目する必要があるため，

多くの協力者（13 名中 11 名）が操作手順として事

前に説明された「名前で検索」機能を用いて，遺物

名称に金銅・金・銅といった言葉が含まれる出土品

を検索していた． 
棺の材質に着目する課題 2 では，協力者 13 名中

11 名が出土品種別として「棺」を指定することで，

棺の実物・複製品・出土状況に関するサムネイル画

像（14 件）を表示していた．以上のことから，検索

アプリにおいては，2 つの探索課題で想定された検

索条件を指定することができていた． 
なお，金メッキを施した副葬品（課題 1）は出土品

種別として直接指定できない．そのため，副葬品が

埋葬された時代区分や出土古墳の規模や形状などに

ついて辻褄のあう解釈を組み立てていくには，仮の

条件をユーザ自身で想定しながら絞り込みを行い，

検索結果を確認済の情報と照らし合わせていく必要

がある．このような既有知識の精緻化は 2 名の協力

者が行っていた．この 2 名は両名ともネット検索を

利用せずに解答した協力者（表 1 の FX 条件）であ

るが，うち 1 名はもともとネット検索が利用できる

FG 条件に割り当てられていたが，結果的にネット検

索は一切用いないで解答した． 
4.2 ネット検索 

FG 条件の 5 名中 3 名は，課題 1 で直接検索でき

ない金銅製品については，「金銅製品」「古墳時代 金
銅製品 博物館」「古墳 金属」といったキーワードを

指定してネット検索を試みていた．しかし，課題 1
においてネット検索の回数（中央値 1）や，閲覧ペー

ジ数（中央値 3）は少なく（表 1），探索課題の解答

にそのまま使える記述は得られていなかった．協力

者の中には，特定のウェブページに記載された内容

を引用しながら解答した者もいたが（2 名），課題の

趣旨に沿う解答とは言い難い内容であった． 
ネット検索のキーワードには，他に「古墳 金 い

つから」「古墳時代 5 世紀前半から 6 世紀前半」「5

世紀 日本史」等と指定することによって，当時の時

代背景を把握しようとしていた．このような前提知

識に着目することで，検索結果の解釈や，検索条件

の推測を促す可能性もあるため，その効果について

さらに検討する必要と考えられる． 
 

5. おわりに 
本報告では，協力者が指定した検索条件の観点か

ら評価結果について考察した．ネット検索は自由度

が高く，様々な情報を無尽蔵に取得することが可能

であるが，検索アプリとネット検索を単に併用する

だけで，探索課題を主体的に遂行できる支援環境を

提供できるとは考えにくい．今後は，古代史・古墳

時代の専門家の協力を得て，探索課題の解答内容を

精査するとともに，考古資料に基づく学習方略につ

いても検討する予定である．それらの結果を踏まえ

て，百舌鳥・古市古墳群出土品検索アプリを，オン

ラインで利用可能な探索的知識構成支援環境として

さらに発展させていく予定である．  
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表１ 探索課題において確認された検索実行回数/結果件数の中央値（丸括弧内は平均値） 

  アプリ検索 ネット検索 

  検索回数 検索結果件数 詳細表示回数 検索回数 閲覧ページ数 

FX 条件〔8 名〕 課題 1 1.5 (2.0) 17.0 (27.1) 12.0 (11.0) ― ― 

検索アプリのみ 課題 2 1.0 (1.0) 14.0 (14.4) 7.5 (7.9) ― ― 

FG 条件〔5 名〕 課題 1 1.0 (1.4) 31.0 (29.4) 6.0 (8.8) 1.0 (1.8) 3.0 (2.6) 

ネット検索も利用 課題 2 1.0 (1.4) 14.0 (14.8) 8.0 (7.6) 0.0 (0.2) 0.0 (0.4) 
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